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入
続
患
者
を
新
館
に
移
し
、
本
館

内
郊
の
改
修
工
事
に
着
手
し
ま

す
。
本
館
改
修
工
事
は
、
昭
和
六

十
沼
年
十
一
月
に
着
工
し
、
六
十

五
年
九
月
に
完
成
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
(
延
べ
一
万
一
千

平
方
M

川
)
な
お
、
旧
看
護
婦
宿
舎

の
改
修
は
、
新
館
時
処
設
工
事
と
向

じ
十
一
月
に
4
塾
ヂ
し
、
六
十
三
年

間
同
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

平
塚
市
民
病
院
は
、
昭
和
包
十
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
修
工
事
を
行
い
ま
T
o

建
五
設
工
事
費
は
、
七
十
一
億
五

一
二
年
十
月
、
前
身
の
組
合
立
主
南
し
か
し
、
間
援
以
来
十
六
年
を
新
館
の
ζ
事
娯
簡
は
、
十
一
月
千
百
万
円
で
、
医
療
機
揺
が
十
億

国
保
病
伊
怖
か
ら
市
民
病
院
に
生
ま
経
過
し
た
今
は
、
疾
病
構
造
り
変
に
義
工
し
約
二
年
間
問
、
昭
和
六
十
河
で
す
o

こ
の
う
ち
、
九
月
補
正

れ
変
わ
り
、
昭
和
田
十
五
年
士
一
化
、
入
院
待
ち
患
者
の
慢
性
化
、
四
年
九
月
の
申
夜
ヤ
ア
定
で
す
。
新
予
算
は
、
四
億
八
千
二
一
白
六
十
八

月
交
通
滅
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
施
設
の
老
約
化
に
よ
る
機
能
の
低
館
病
棟
が
完
成
す
る
と
、
本
館
の
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
1

γ一
、
現
任
の
場
所
に
施
設
が
完
成
下
な
ど
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

し
ま
し
た
。
以
後
、
費
量
、
て
の
機
能
が
十
分
で
な
く
、
増
床
手
術
室
は
七
室
、
人
工
透
析
も

高
度
特
殊
医
療
、
公
衆
衛
生
活
動
計
画
や
施
設
の
整
備
が
急
が
れ
て
市
民
病
殺
の
一
階
、
二
階
は
、
鳴
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
調
珂
影
装
置

な
ど
、
地
域
の
中
筏
病
院
と
し
き
ま
し
た
。
精
神
科
が
加
わ
る
十
八
診
療
科
と

(
N
M
R
-
C
T
)
を
導
入
し
、

て

、

市

民

が

安

心

し

て

生

活

で

き

手

術

室

、

検

査

室

、

議

泌

な

ど

、

万

全

な

体

制

を

整

え

ま

す

。

病
院
の
心
臓
部
が
入
り
ま
す
。

竹

聞

か

ち

齢

制

舘

建

設

へ

手

術

言

、

手

術

件

数

の

増

加

入

総

ド

ッ

ク

も

開

設

に
よ
り
、
交
通
京
急
セ
ン
タ
ー
か
市
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
の
高

病
践
の
増
改
製
計
一
駒
山
は
、
本
館
五
階
、
一
部
六
階
建
て
の
新
館
ら
新
館
病
棟
に
移
し
、
問
手
術
室
い
、
予
紡
e

リ
ハ
ビ
リ
等
の
公
衆

北
側
に
あ
る
別
館
(
伝
染
病
棟
)
(
延
べ
一
万
六
千
百
六
十
平
方
を
七
手
術
室
に
増
や
し
ま
す
。
手
衛
生
に
も
力
を
注
ぎ
、
ヨ
帰
り
コ

を
取
り
壊
し
、
地
下
階
、
地
仁
M
U
の
建
設
と
、
本
館
の
内
部
改
術
室
の
跡
を
品
利
用
し
て
、
急
性
腎

i
ス
の
人
間
ド
y
ク
を
開
設
し
ま

会

不

全

霊

古

の

た

め

に

、

人

工

法

析

す

。

ま

た

、

リ

ハ

ビ

リ

の

た

め

に

出

噛

施

設

を

設

置

し

ま

す

。

ま

た

、

診

作

業

療

法

、

臼

常

生

活

動

作

訓

練

翻

護

官

、

国

最

新

鋭

の

霊

気

共

を

導

入

し

ま

す

。

一審口UH

九
曲
吋
ザ
夜
中
明
義
あ
て
に
可
制
内
君
事
、
主
義
経
へ

2
7で一
市
緑
樹
資
制
村
山
内
交
践
し

ま
し
た
が
、
看
護
婦
さ
ん
硲
行
婆
絡
い
た
か
思
い
や
り
者
一
幾
b

に
よ
り
、
準
h

せ
な
時
間
続
昨
市
捕
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
院
し
て
げ
感
じ
た
こ
れ
と
稔
、
病
続
不
ゑ
わ
た
め
待
機
中
め
懇
警
が

多
い
こ
と
と
、
健
康
管
理
の
た
め
の
人
間
ド
ッ
ク
の
な
い
ζ
と
で
す
“
ぜ
一
ひ
:
ぎ
宇

ι
と

い
う
投
書
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
震
の
増
床
詰
は
、
平
塚
市
伝
え
て
学
薬
品
制
裁
い

で
す
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
延
び
延
び
に
な
っ
℃
い
詳
し
な
が
、

九
月
定
例
市
議
会
に
予
算
を
計
と
、
議
決
さ
れ
れ
ば
十
一
月
工
事
着
工
と
な
り
ま
す
m

そ
れ

で
は
、
市
民
病
院
の
増
床
計
婦
を
総
介
し
ま
す
。

市
民
務
院
完
成
予
想
毘
(
北
側
か
ら
)

議議病棟

本
銀
、
新
舘
と
も
三
階
以
上
は
児
治
療
・
ぃ
ハ
床
)
を
導
入
し
、
治

病
室
で
す
。
現
在
の
病
床
は
一
二
百
療
機
能
の
充
実
を
腐
り
ま
す
。

六
床
で
す
が
、
百
九
十
凶
床
増
や
ま
た
、
救
急
患
者
や
議
症
患
者

し
、
五
百
床
に
な
り
ま
す
。
本
館
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
個

の
病
室
は
六
入
用
で
す
が
、
五
人
家
そ
百
築
設
け
ま
す
。
(
現
在
二

府
に
改
良
し
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
た
十
七
室
)

り

し

ま

す

。

こ

の

ほ

か

、

高

齢

化

社

会

を

迎

な
か
で
も
、
重
症
患
吾
の
た
め
え
る
た
め
、
老
人
病
床
(
五
十

に
、
重
占
集
中
治
療
を
す
る
I
C
床
)
、
患
者
の
食
堂
や
面
会
室
に

U
(手
術
後
の
患
者
治
療
・
六
利
朗
で
き
る
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね

床)、

c
c
u
(心
臓
疾
患
治
た
デ
イ
ル
ー
ム
も
設
霊
し
ま
す
。

療
・
白
床
)
、

N
I
C
U
(未
熟

口
ピ
l

「
薬
の
待
ち
時
間
同
が
長
い
」
と
れ
ぞ
れ
待
ち
合
い
笠
を
設
置
す
る

よ
く
積
き
ま
す
が
、
待
ち
時
間
を
の
で
、
廊
甘
で
一
待
つ
こ
と
が
な
く

少
し
で
も
短
か
く
す
る
た
め
、
コ
な
り
ま
す
。

ン
ピ
ュ

i
タ
化
や
シ
ス
テ
ム
化
を

伝
染
病
問
嗣
離
病
棟

凶
り
、
時
間
の
短
絡
を
函
り
ま

す
。
そ
し
て
、
現
在
あ
る
薬
局
と
伝
染
病
問
問
機
病
練
は
、
新
館
一

会
計
窓
口
等
宇
移
動
s

改
修
し
、
階
に
併
設
し
ま
す
。
伝
染
病
も
滅

広
い
中
央
待
ち
合
い
ロ
ビ
ー
を
最
少
し
て
い
る
の
で
、
八
沫
か
ら
六

け
ま
す
。
ま
た
、
各
診
療
科
に
そ
床
に
減
ら
し
て
い
ま
す
。

事j
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人
キ
缶
山
し
て
い
る
。

と
れ
ら
は
前
年
同
黙
と
比
べ
て

み
る
と
、
特
に
死
亡
者
は
七
人
も

一
増
加
し
て
お
り
、
バ
イ
ク
に
よ
る

一
挙
故
も
激
増
し
て
い
る
。

一
平
塚
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

一
で
は
、
交
通
安
全
運
扇
を
契
機
と

県
下
の
交
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が
、
七
月
一
一
十
日
全
国
ワ
ー
ス
ト
第
一
位
と
な
り
、
合
一
し
て
①
歩
行
者
空
自
転
車

十
一
臼
「
交
通
事
欽
非
常
事
態
宣
曹
と
が
発
令
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
す
、
九
月
六
日
現
一
利
用
者
の
交
通
事
故
妨
止
②
二

一
全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
一
一
一
百
人
に
達
し
た
平
塚
市
も
九
月
七
日
「
非
常
事
喜
一
一
三
を
一
撃
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転
の

一
追
放
③
孟
し
い
方
法
に
よ
る
シ

発
令
し
、
交
通
事
故
撲
滅
に
努
め
て
い
る
。
ま
も
な
く
、
秋
の
交
通
安
全
遥
薮
が
始
ま
る
。
皆
一
一
1
ト
ベ
ル
ト
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
主
輔

さ

ん

の

予

で

、

一

日

も

早

く

事

故

の

な

い

間

切

る

い

街

に

し

よ

う

。

一

一

一

用

の

徹

底

を

呼

び

掛

け

る

こ

と

に

弘
樹
輸
騨
謬
遡
議
緩
緩
議
議
繋
畿
滋
欝
緩
綴
畿
議
イ
一
り
、
八
月
一
二
十
戸
臼
に
県
知
事
か
一
し
て
い
る
。

!鶴鵜
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1

鐙
鱗
翻
繍
伊
糊
緩
鱗
~
、
綴
欝
醸
畿
磯
畿
緩
磯
務
轍
畿
麟
ニ
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
あ
る
ご
と
に
交
溺
安
全
に
つ
い
て

議

議

翠

議

議

議

襲

撃

型

車

に

お

い

て

も

、

八

月

末

ま

一

主

示

、

交

通

霊

を

起

こ

さ

義

-u重
投
遜
議
議
定
一
で
に
す
で
に
五
百
一
一
一
十
九
件
の
交
一
な
い
よ
う
、
ま
た
警
に
あ
わ
な

島

譲

羅

欝

一

、

ト

議

笠

通

事

故

が

き

て

お

り

、

死

亡

一

い

よ

う

注

意

し

て

い

た

だ

き

た

轟
鵜
滋
露
欝
態
灘
綴

J
m

験
滋
翠
慈
繁
二
者
十
一
ニ
入
、
重
軽
傷
者
六
百
十
四
一
い
。

磁
緩
較
議
機
瀦
騒
議
議
緩
幾
艇
に
嬢
繁
一
謀
議
鱗
嬢
繍
ピ
一

時
一
「
謬
襲
撃
議
騒
部
一
二
輪
車
の
運
転
講
習

M

3

一
託
獲
得
課
議
議
襲
撃
ー
量
一
瞬
識
H

…

議
…
議
選
譲
議
議
黙
議
議
主
一
一
輪
車
を
蓮
転
す
る
と
き
の
心
一

v
Z先
平
塚
警
察
署
夜
通
謀

総

、

;

丸

議

鉱

襲

撃

一

議

総

一

替

え

と

技

術

を

身

に

つ

け

て

も

ら

一

(

言

i
O
一一

Q
喜
一
一
一
四

ー
勺
翰
麟
麟
鱗
麟
麟
麟
欝
畿
一
議
機
湘
一
芸
め
、
特
別
講
習
会
話
か
れ
了
)
な
お
、
当
日
喜
一
じ
も
受
け
竺
急
増
し
て
い
る
老
人
皇
通
事

付

議

議

議

欝

関

鰻

畿

譲

議

議

畿

日

一

る

。

一

け

る

。

一

放

を

一

防

ぐ

た

め

、

交

通

安

全

ゲ

1

暴
露
議
議
嬰
綴
鰻
畿
緩
議
議
議
欝
毅
一
マ
臼
時

9
月

初

日

(

日

)

一

ト

j
i

ム幾多

A
P轟
轟

鱒

警

鐘

警

護

腕

一

詩

情

午

後

1
持
5
4時
一

議
一
/
議
霧
中
議
幾
緩
藤
滋
懇
懇
錨
緋
媛
懇
幾
議
議
日
一
マ
会
場
荒
井
自
動
笠
子
校
花
水
一

秋
の
全
国
十
戸
建
茎
運
動
が
、
一

1
ル
の
順
守
と
交
通
マ
ナ
!
の
笑
一
紳
特
設
コ
ー
ス

九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
一
ニ
十
臼
一
践
を
習
償
う
け
る
こ
と
に
よ
り
、
一
守
人
員
否
人
(
先
着
頒
)

ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
一
交
遂
事
故
紡
止
に
努
め
て
い
く
も
一
マ
内
容
(
警
警
安
全
運
転
の

さ

れ

る

。

一

の

で

あ

る

。

一

理

論

と

心

の

安

全

教

育

(

実

技

)

今
闘
の
運
動
で
は
、
「
交
通
安
一
神
奈
川
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
一
安
全
蓮
転
の
た
め
の
実
技

4
Z
は
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
あ
い
」
一
る
死
亡
者
は
、
七
月
二
十
臼
つ
い
一
マ
持
っ
て
く
る
も
の
、
一
一
輪
車
、

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
け
、
交
通
ル
一
に
全
開
ワ
ー
ス
ト
第
一
位
と
な
一
ヘ
ル
メ
ッ
ト

しも

平
塚
警
肺
訴
盟
唱
で
は
、
湘
南
ス
タ

ー
モ
ー
ル
の
宴
謹
部
分
の
停
車
帯

に
、
車
を
駐
車
し
な
い
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。

停
車
帯
は
、
荷
物
の
搬
出
入
や

ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
の
た
め
、
一

時
吋
的
に
停
車
す
る
と
こ
ろ
で
、
車

が
す
ぐ
移
動
で
き
る
状
態
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
駐
葦
常
で
な
い

の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

に。
ま
た
、
バ
ス
停
留
所
ゾ
1
ン
は

一
一
切
駐
停
車
す
る
こ
ど
は
で
き
な

い
。
パ
ス
の
潔
志
刊
に
支
障
を
き
た

す
の
ア
一
、
車
の
駐
停
車
は
し
な
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

交
通
安
全
ゲ

i

ト
ボ
;

抽市議
mm
療
で
仲
間
夜
道
世
帯
我
野
手
是
認
議
終
都
台
湾
仙
一
↓

怒
議
低
減
誉
会
擦
問
y
iス
'P
簸
ザ
殺
と
な
柄
引
可
八
開
河
川
市
川
十
羽

三

重

霧

菱

重

量

室

等

れ

ま

し

汽

4
A
A

滋
壌
放
に
よ
忍
樹
脂
替
が
昨
年
拡

こ
ζ
応
対
策

本

審

怒

号

掌

直

接

融

し

ま

す

。

擦
銭
蛸
糊
掛
端
守
弱
体
感
掛
勝
、
霧
器
あ
枚
、
吋
馳
村
山
和
部
暗
殺
拡
よ
る
一
一

戦
議
等
教
や
徐
立
を
議
惑
と
し
す
議
総
紋
怒
録
者
磯
す
る
よ

っ
は
強
鎮
め
い
た
し
殺
す
侍

潟
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和 63能 4月 1日以降採用される 0

0受験資格と採用人員

.-殺事務日・ H ・-…......，.....・ H ・.....・ S・H ・10名程度

学校教育法による大学の課持(大学院、短期大学を除く)を

62年 3月以降卒業した者及び63年 3月に卒業する見込みの者

で、昭和38年 4月 2日以障に生まれた者。

。こと 木一…@・…ー……・H ・..若子名
学校教育法による大学の専門課程(大学院、短期大学を除く)

を61年 3月以降卒業レ/こ者及び63年 3月に卒業する兇込みの者

で、昭和36年 4月 2日以障に生まれた者。

命保告章縁2・H ・H ・....・ M ・S・・ H ・...・ H ・-…・ 1 名
保健婦の資格む有する者及び63年 3月までに厚生大臣の指定

する保健婦養同E所そ卒業する見込みの資格取得見込み者で、昭
和 39年 4月 2B以障に生まれた者。

@消防3室長........…・H ・・.........…若手名
〈工学校教育法による高等学校の課程を62年 3月以降卒業した者

及び臼年 3n卒業する見込みの者で、昭和43年 4fl 2臼以降生

まれた耀康な男子。②j-fi内居住者及び採用後市内に居住でき

る者。ただし、隣接市町で通勤可能な者は、この絞りでない。

③身長160crn以仁、体望55kg以上、胸函80cm以上及び肉眼とも

裸設視)]0.3以上で色覚が正常な名。

。第 1次試験 10月 4日(口)

。受付慰問 9 fl16日制~9 月 25 日樹

。受験手続き 受験申込書の請求ζ 問い合わせ先は、企画部

職員課人事係{内線321)へ。ただし、消防吏員は消防本部庶

務課庶務係(内線387)へ。
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れ
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れ
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o

t

z。長
寿
の
お
け
つ
は
、
規
則
祝
賀
章
、
主
人
数
の
要
一
数
々
の
歌
そ
披
露
し
、
マ
入
選
愁
元
季
(
大
原
小

1
j審
議

襲

警

護

憲

襲

警

い

う

や

つ

ら

し

い

。

;

は

し

っ

か

り

な

お

し

て

お

一

民

の

警

告

っ

て

長

妻

。

一
鞠
山
岡
覗
精
肉
鵠
時
麟
早
く
歯
震
安
己
ん
に
行
つ
て
な
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
募
集
一
期
間

9
丹市
μ
臼
(
月
)

一
線
勝
融
緩
綴
綴
畿
静
鞠
轍
綴
鱗
緩
お
さ
な
け
れ
ば
と
出
品
う
の
だ
が
、
そ
し
て
、
ぼ
く
は
あ
と
十
年
し
一
rι

、}ji
泌
月
初
日
(
火
)

一

ま

く

は

街

医

者

さ

ん

が

こ

わ

い

。

た

ら

、

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

の

三

番

を

一
藤
弁
一
両
者
花
水
小
4
年

1
7

一

あ

の

キ

1
ン
、
ギ
ュ
ル
ギ
ュ
ル
と
打
つ
よ
て
い
だ
n

そ
の
碍
に
な
っ

一
ぼ
く
に
は
虫
歯
が
一
本
あ
る
。
い
う
音
者
向
聞
く
と
、
足
が
す
く
ん
と
、
あ
ら
木
大
助
の
百
四
十
キ
ロ
れ

一
左
の
上
に
あ
っ
す
ヘ
永
久
粛
と
い
で
し
ま
う
。
の
ス
ト
レ
ー
ト
を
打
つ
た
め
に

一
っ
て
一
生
使
う
鐙
ら
し
い
。
そ
の
先
生
の
諮
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
は
、
議
を
し
っ
か
り
く
い
し
ば
ら

一
虫
爾
は
と
て
も
強
力
な
や
つ
で
、
手
は
歯
を
と
て
も
大
切
に
す
る
そ
な
い
し
ζ

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
て
な

一
夜
に
な
る
と
キ
i
ン
と
い
た
く
な
う
だ
。
虫
歯
が
あ
る
と
、
癒
を
く
い
。
も
し
か
す
る
と
、
あ
ら
木
よ

一
る
。
い
た
く
な
る
た
び
に
重
者
い
し
ば
っ
て
力
を
出
す
こ
と
が
で

Zも
っ
と
す
ご
い
ピ
ッ
チ
ャ
ー

一
さ
ん
に
行
こ
う
ム
と
思
う
の
だ
が
、
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
較
に
な
る
と
い
た
み
が
な
く
な
る
あ
と
半
年
し
た
ら
議
動
会
が
あ
ぼ
く
も
車
三
歯
医
者
主
ん
に
行

一
の
で
し
ま
つ
が
怒
い
。
三
年
の
こ
る
。
そ
の
時
に
、
ク
ラ
ス
で
一
番
っ
て
、
む
し
歯
を
な
お
さ
な
け
れ

一
ろ
か
ら
こ
の
ち
ょ
う
し
で
、
ぼ
く
足
の
速
い
ぼ
く
は
リ
レ
!
で
ア
ン
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
二
度
と
む

一
は
す
っ
と
こ
の
虫
歯
を
か
っ
て
い
カ
ー
を
走
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
毎
日

一
る
。
な
ん
で
も
こ
い
つ
は
C
2と
他
の
ク
ラ
ス
に
魚
げ
な
い
た
め
に
毎
日
歯
を
み
が
こ
う
。
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平
塚
市
京
間
接
共
進
会
選
営
委
員

会
で
は
、
家
官
官
家
き
ん
の
改
良
を

図
り
、
か
つ
市
内
の
奇
麗
状
況
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
第
お
…
田
平

塚
市
畜
産
共
雲
を
開
く
。

現
在
、
市
内
に
は
二
百
六
十
一
一

軒
の
畜
産
農
家
が
あ
り
、
今
回
の

共
進
会
に
は
乳
牛
六
十
頭
、
種
豚

一
十
頭
、
鶏
十
羽
が
出
品
さ
れ
る
。

マ
日
時
日
丹
4
口
一
…
(
行
)
午
前

9
時
j
午
後
3
時
泊
分

マ
会
場
浅
間
緑
地

マ
内
容
青
空
市
場
、
動
物
村
、

開
国
芸
用
法
肥
・
牛
乳
a

豚
汁
の
無

料
配
布
、
乳
牛
と
種
問
仙
の
重
量
あ

て
ク
イ
ズ
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
農
空
占
師
畜
産

係
(
内
線
五
凶
三
)

(3) 

10 
月
s 
g 

コ

教
育
委
員
会
指
導
部
お
お
む

ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。

容
議
会
蓑
十
五
芝

マ
監
査
の
対
象
と
結
間
取
⑦
建

設
議
整
部
ー
適
応
に
処
理
さ
れ

て
い
た
。
③
建
設
部
お
お
む

ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。

。
都
市
部
お
お
む
品
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
た
。
市
東
下
水
道

部
e

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

た。

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
萎
員
一
石
間
成
弘

氏
、
青
木
一
郎
民
、
前
沼
晃
氏

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

〔
監
査
公
表
第
十
問
問
号
}

V
監
査
の
対
象
と
一
結
果
①
教

育
委
員
会
管
理
部
お
お
む
ね

遺
歪
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。
②

物語は、沖縄戦のさなか、青春のすべてを奪わ

れていった、乙主たちりはかない運命を追う。乙

立たちのたどった道を、真つ正面から見すえ、戦

争の悲惨さ、人間愛の尊さをひたすらに訴えかけ

る。

悲しみなんで

なくなればいい
乙女たちは知っていた。美し

いいのちに、やがて終わりが

くることを

9 }寺19臼 (ニと)
午後2時~午後4時 30分

ころ市渓センターホーjレ
人場料無料

催 l翠連平塚支部、平塚市

#
同
」と

く)9月16，ヨ(水)
*午前日時~12時大野公民館

ー午後2時-4時
・午後 7時-9時

09 sl24臼(木)
午前日時-12時必でしこ会館

e 午後2時-4時海借地区会館
‘午後7時-9時花水公民館

く)9丹羽田(ホ)
午後2時-4時

午後 7時-9時

:>10sl138 (見。
午後2時-4時松原公民館

担当 広報課広耳恵係



一
七
口
崎
安
太
郎
(
仁
吉
沢
)
、
角
谷
一

一
光
夫
(
代
官
町
)
、
川
崎
箆
人
(
タ
一

…
傷
今
戸
答
申
}
塚
市
の
み

一
マ
佳
作
小
島
涼
一

(
γ

八

神

)

、

一

教

育

委

員

会

で

は

、

ジ

ヨ

ギ

ン

一

{

緑

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

}

一

杉

色

町

中

最

(

上

古

怒

、

浜

田

信

一

グ

キ

主

体

に

業

軟

体

操

、

補

強

運

一

マ

け

時

ぬ

月

日

口

(

木

)

什

一

出

力

(

袖

ケ

浜

)

、

蓑

口

省

一

二

中

一

動

、

ゲ

ー

ム

等

を

行

一

つ

婦

人

体

h
H

一
9

院で

一

室

)

、

火

庭

正

一

(

城

所

〉

、

吉

崎

一

づ

く

り

教

室

を

開

く

。

一

円

〉

会

場

見

密

口

体

育

館

一
智
恵
Z

J

(

白

一

村

)

、

内

田

敏

彦

一

マ

日

程

m
R
2
5か
ら
ロ
月
お
一
マ
競
技
↑
刀
法
③
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一

(

立

野

町

)

宝

塚

市

の

み

一

日

ま

で

の

月

、

水

、

金

濯

臼

一

戦

②

ゲ

!

ム

は

ぞ

口

U
3
セ
ッ
ト

一

(

一

・

第

1
コ
ー
ス
午
約
百
時
お
分
一
マ
ッ
チ

場

田

雪

(

藤

沢

市

)

一

せ

ま

一

1
凶
器
分
己
主
百
五
十
人
一
三
i
ム
編
成

1
チ
ー
ム
ロ
人

竺

寸

重

一

…

量

秋

(

東

京

都

由

一

防

疫

の

薬

斉

i

一
7
U
月
三
玉
、
山
口
(
木
)
一
び
保
険
全
般
、
は
が
き
・
郵
便
切
了
第
2
コ

ス

午

前

凶

器

分

一

マ

申

込

護

官
8
日
(
木
)

琳

一

雪

、

岩

田

年

二

東

京

都

足

一

販

売

協

力

底

へ

…

市

民

ゼ

ン

タ

!

一

千

発

議

お

よ

言

霊

払

機

の

一

i
u時
三

内

五

十

人

一

ね
一
立
町
三
、
村
松
晴
雄
(
川
崎
U

町

長

一

一

マ

日

汚

凶

日

(

念

、

山

口

u

一
設
置
、
私
室
町
箱
ポ
ス
ト
設
置
一
守
会
場
見
駐
日
体
育
館
…
少
年
少
女
剣
道

桝
一
言
、
石
田
友
一
一
(
東
京
都
品
一
ノ
ミ

7
2・
蚊

な

ど

の

を

よ

豆

、

昔

日

国

場

一

議

案

〕

一

マ

申

し

込

み

宮

月

号

豆

一

大

会

を

開

く

埠
一
山
川
区
)
、
背
木
定
男
(
横
浜
市
中
一
等
虫
豚
除
の
た
め
、
薬
剤
を
割
引
一

-m月
の
検
査
一
出
国
間
守
口
恥
百
一
時
一
マ
所
在
地
平
塚
市
泊
分
9
・
共
一
午
前
8
時
泊
分
か
ら
見
附
台
何
奇
一

日
一
ム
一
町
民
)
、
旋
回
一
空
間
(
横
一
良
市
栄
一
級
売
す
る
。
購
入
を
希
望
す
る
方
一
刻
分
r

ふ
時
、
午
後
1
時
ぐ
j
3
持
…
済
病
院
北
燐
む
一
館
内
体
育
課
(
出
喜
子
一
一
豆
ハ
一
青
少
年
の
体
力
r
河ーにと賢官十、一開

制
一
区
)
、
富
武
(
雲
市
)
、
喜
一
は
、
販
売
協
力
応
で
お
求
め
を
。
一
向
い
ι
口
わ
せ
は
、
商
工
諜
商
業
一
マ
業
務
内
容
郵
便
聖
書
、
一

O
)
て
受
け
付
け
る
。
重
喜
一
健
の
気
風
を
う
え
つ
け
て
も
ら
う

ば
一
義
一
(
横
浜
市
港
北
区
、
石
塚
一
一
索
…
マ
販
売
期
間
同
9
月
お
日
r
i

、J
M月
一
係
(
内
総
五
回
…
九
)
へ
。
一
夜
間
受
付
要
柏
、
ポ
ス
ト
記
蜜
一
印
鑑
』
ど
寺
参

υ
、
本
人
が
直
接
申
一
た
め
、
平
塚
市
少
年
少
女
剣
道
大

土

寺

田

織

)

、

青

木

英

雄

(

伊

勢

一

号

一

i
l
l
l
一
間
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
郵
憲
一
し

ioi章
一

会

が

向

か

れ

る

。

寅

一

原

市

)

一

マ

問

い

合

わ

せ

市

健

康

諜

(

内

一

郵

便

潟

だ

よ

り

一

(

研

弔

意

品

一

一

一

O
J
へ

。

一

一

マ

日

時

O
月
間
一
日
(
臼
)
午
前

概
一
マ
入
選
議
量
一
一
二
中
阜
、
一
線
一
一
五
八
)
へ
一

j

?ヘ
ジ

j

一

ア

ル

バ

イ

ト

募

集

一

ナ

イ

タ

ー

ー

ソ

ブ

一

8

時

1
午
後
5
碍

畳
一

l

l

i

l

i

-

-

一

功

一

ハ

一

一

一

ト

ボ

j
ル

大

会

一

V
会

場

長

毒

事

長

一

;
3
j
z
f
一
韓
団
地
一

A
U
V
一

一

年

賀

は

が

李

総

客

用

小

差

一

一

マ

参

加

資

格

言

内

在

住

の

小

一

一

一

一

一

撃

器

の

尾

期

機

査

一

「

金

し

一

ど

で

郵

便

物

が

童

と

な

る

、

年

一

中

高

年

苦

手

ツ

量

一

学

生

、

中

学

生

②

小

学

校

選

子

第
一
一
千
七
回
平
塚
七
夕
ま
つ
り
一
州
涯
を
ま
霊
秀
賞
や
優
秀
賞
な
一
か
ら
関
か
れ
る
産
業
ま
つ
り
会
場
一

(
d
;
j
÷
J
一

一

…

来

年

始

の

学

生

ア

ル

パ

J

ト
を
去
の
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
一
区
域
お
よ
び
支
部
単
立
で
チ
!
ム

Z
Jク
ー
ル
の
入
草
案
一
ど
二
日
五
幸
一
選
び
出
し
た
。
一
で
行
わ
れ
る
o

(

敬
称
略
)
一
取
り
引
き
や
証
明
(
商
事
)
一
分
占
詰
分
中
央
最
高
一
一
平
塚
郵
便
局
は
一
集
し
て
い
る
。
一
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
主
を
編
成
す
る
(
鰭
人
遣
も
可
)

F

一
コ
ン
ク
ー
ル
皇
室
北
、
十
一
マ
最
優
秀
樹
良
「
夜
の
竹
飾
り
三
人
一
に
使
用
す
る
ほ
か
立
の
定
期
一
支
所
争
午
後
l
時
1
3時
金
目
一
仮
設
局
へ
移
一
五
一
詳
し
く
は
、
平
塚
郵
便
局
(
電
一
関
か
れ
る
。

J
種
目
個
人
員
(
男
女
学
年

審

査

は

、

吉

一

一

日

午

前

十

時

一

月

一

一

三

主

義

一

一

時

古

ら

す

一

翼

(

妻

都

品

川

区

一

票

が

行

わ

れ

る

。

検

査

対

象

の

一

公

民

館

一

事

一

言

L
己
一
)
に
お
尋
ね
を
。
一
マ
品
背
5
白
か
ら
れ
日
ま
王
、
理
事
(
小
差
の
ろ

か
ら
勤
労
喜
三
わ
れ
、
一
千
一
撃
事
研
修
事
務
か
れ
る
。
一
マ
優
秀
賞
「
人
形
と
七
夕
」
中
豆
一
計
基
を
害
し
て
い
る
言
、
一

V
9
月
初
臼
芸
午
前
9
喜

一

平

塚

護

霊

祭

L

替

え

る

た

一

一

で

一

申

し

込

み

は

、

9
月

百

三

百
一
一
十
七
点
早
か
ら
、
内
山
竺
ま
た
、
展
示
は
、
十
一
月
十
一
一
一
日
一
一
一
郎
(
相
模
原
市
)
、
…
乱
舞
」
石
一
も
れ
な
く
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
一
マ
日
時
界
中
央
農
協
露
一
め
、
九
月
一
一
!
八
日
宣
言
一
一
露
出
張
所
開
設
一
会
1
試
合
午
後

6
2分
一
ま
で
に
、
見
附
ム
国
体
重
内
体
育

a
:
}
;
P
}

一

井

清

一

(

横

浜

市

中

区

)

一

き

た

い

。

一

支

所

・

午

後

ー

ヤ

3
時
実
…
昭
和
ぃ
ハ
ト
空
局
号
、
一
か
一
平
塚
郵
便
局
て
は
、
国
際
交
鴻
了
第
2
懇
口
午
後
7
詰
分
一
諜
審
議
雪
一
一

05)
へ。

菜

園

年

丈

七

夕

ま

つ

れ

/

一

マ

特

別

資

「

語

り

と

賑

わ

い

こ

7
9品
目

玉

午

前

9
誌

一

農

協

喜

章

一

所

の

仮

設

郵

便

局

で

草

案

め

一

週

間

に

ち

な

み

、

十

月

九

百

喜

一

マ

会

場

江

陽

史

義

一

;

:

{

白

:

‘

一

1
1
1
1
;
1
1
1
l

三

月

I
R
(主
主
護
神
一
る
。
ぉ
関
連
い
の
な
い
よ
う
に
。
一
か
ら
十
一
三
怠
の
午
前

E
7意
書

市

内

在

住

、

喜

一

ゲ

j
ト

ボ

i
ル

7
月
7
昌
(
水
〉

i
口

器

〈

丹

)

一

一

田

章

一

窓

口

榛

}

:

0

…
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
ダ
イ
ク
マ
一
の
議
以
上
で
編
成
し
た
チ
!
ム
一
参
加
者
を
募
集

ぢ

タ

ま

つ

り

実

行

委

員

会

は

一

宇

一

日

(

月

)

ま

で

の

五

日

開

。

一

入

選

作

品

決

ま

る

一

円

料

品

目

竹

内

駐

日

一

川

町

民

紅

白

川

一

日

町

村

軒

昨

日

錦

町

立

(

日

)

長

引

じ

れ

れ

一

一

一

両

年

齢

者

の

体

力

の

維

持

増

来
年
の
「
第
一
ニ
十
八
百
平
塚
七
夕
一
ま
た
、
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
一
ボ
ス
タ

i
、

作

文

コ

ン

テ

ス

ト

支

所

一

郵

便

・

貯

金

お

よ

受

話

紙

の

押

印

交

付

う

。

一

ま

で

に

、

所

定

の

用

紙

に

参

加

料

一

著

目

指

し

た

平

塚

市

ゲ

ー

ト

ボ

ま
つ
り
」
の
日
号
決
め
た
は

4
Z
E
s
t一
一

一

58(火)
露

公

民

館

一

ケ

J

¥
仁

同

一

一

一

一

千

5
;
1
3ル
大
会
話
か
れ
る
。

i
i
j
j
(守
一

Y
1
1
1
一

る

臨

時

九

九

日

明

月

一

己

主

一

語

い

い

一

日

目

弓

刊

誌

一

五

百

一

¥

ユ

2
一

ゴ

昔

話

九

一

UP--)午前

島

ゐ

命

:

(

:

、

一

ス

ト

が

行

わ

れ

、

国

連

ポ

ス

タ

ー

一

年

)

、

福

井

真

美

子

(

悶

崎

小

8
一

富

士

見

公

民

館

一

け

ハ

ハ

け

什

U
引
け
U
V
M八
行

ハ

一

一

マ

毒

雲

海

岸

公

園

正

し

い

、

惑

を

一

日

目

一

日

間

豆

町

一

成

迫

由

紀

(

山

下

小

6
一

日

日

間

一

日

一

諸

学

校

一

案

内

酪

信

一

昨

一

二

一

一

日

目

お

一

戸

灯

時

211人
選

自

主

防

災

組

織

会

で

学

ぼ

う

…

ま

っ

た

も

入

選

者

は

次

の

と

お

一

7
2主
の

部

@

金

賞

;

一

ヲ

ア

一

:

…

:

;

:

;

一

一

三

一

:

一

一

一

-
:
7
1
一

一

マ

申

し

込

み

9
月
百
(
月
)

…

り

。

〈

敬

称

号

一

川

芸

実

子

(

大

佐

T

i

i

J

氏
氏
…
一
平
塚
山
岳
協
会
で
は
、
秋
の
臼
一
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
記
入
の

憲
法
と
は
、
病
気
や
け
が
や
一
あ
ら
ゆ
る
災
害
事
故
に
よ
る
一
〔
ポ
ス
タ
i
憲

一

年

)

、

白

砂

籍

(

春

日

野

中

2

ニ

護

豊

二

帰

り

釜

山

の

章

者

を

募

集

し

て

一

う

え

長

台

体

育

館

内

密

桑

田

町

江

口

詰

-uu一
ヨ

ロ

バ

江

主

計

一

マ

山

町

内

ヲ

ド

小

1
一

吋

下

校

生

島

幸

民

一

分

長

又

原

…

一

日

十

月

5
2
5
)

一

品

計

む

一

炉

心

十

一
て
医
師
に
わ
た
す
ま
で
の
応
急
一
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
一
年
)
、
河
合
主
梅
田
小
l
一
富
恵
理
(
大
警

1
5

部

一

制

官

f
ニ
・
穣
香
川

L警
豪
華
一
せ
ん
章
、
高
官
(
火
)
午

明

処

置

の

方

法

を

い

う

。

一

っ

て

く

る

。

一

年

)

、

相

原

結

城

(

大

野

小

2
一

存

忍

史

子

生

の

み

七

指

一

4

研

士

て

長

町

一

首

7
待

。

ふ

一

前

日

時

か

ら

、

見

密

口

体

育

館

で

一
消
防
署
で
行
っ
て
い
る
霊
車
一
そ
こ
;
吾
で
ま
の
一
年
)
杉
山
玲
子
(
大
野
小

272中
丸
望

E

ユ刈
J
五

五

五

コ

l
M
5
5ツ
峠
一
行
わ
れ
る
。

一
に
よ
る
救
急
業
務
は
、
今
年
に
な
一
皆
さ
ん
に
正
し
し
霊
法
を
学
ん
一
年
)
小
説
(
大
原
小
2

5
、
一
中

3

5

J

一
千
町
山
町
民

2
2駅
訂
ぃ
一
大
山
。
浅
間
山
霊
山
世
苦
一

一
っ
て
す
で
に
三
千
三
百
件
を
超
一
で
い
た
だ
く
た
め
各
地
区
の
自
一
問
中
誠
一
円
(
港
小
2
年

)

、

入

江

一

マ

優

秀

堀

川

真

知

子

(

大

伎

中

一

持

辺

m
l
公

緩

堺

本

地

育

ニ

波

峠

主

主

山

鶴

巻

滋

泉

駅

一

か
す
一
日
の
出
動
件
数
も
多
い
臼
一
主
妨
災
組
織
や
自
治
会
を
通
し
一
票
(
港
小
2
在
、
松
波
は
な
恵
一

2

5
、

青

木

佳

子

(

春

日

野

中

一

ン

月

後

央

地

究

助

立

川

一

(

歩

行

持

一

間

7
章

一

記
憶
一
十
五
件
を
数
え
て
い
る
が
、
一
て
、
三
角
巾
や
幕
の
ま
さ
方
、
一
(
大
原
小

3
年
)
、
言
明
子
一

1
年

)

、

平

山

友

恵

(

雪

野

中

古

午

中

容

蜘

」

ニ

マ

参

加

費

一

一

百

円

年
出
動
要
請
の
中
に
は
、
正
し
い
救
一
人
工
呼
吸
、
益
法
な
ど
に
つ
い
一
(
景
品

J
ひ
と
み
(
大
一
皇
、
言
雪
J

(

土器
1

場

君

気

刺

当

…

玄

室

長

市

民

(

史

子

生

以

(4) 

床下薬務散布召程
[なでしこ地区自治金]

9月 16日 出工ヶ浜西部、 f;!-j'ヶJゑ

9 Il 17什 憐 f-iJ与し盟部正第

続開会、ガーデン

オミ L、ズ

9 }c] 18 1-1 壬2

9 19 t J イ色ぇ水台

[湾地区自治金]

9 l3 22 tJ窃r兵子"土器f賛IllJ
9 t-l 24 ;_j 治資北町、代宮町

9 jj 25 H タF品ヶ

9月 26[--1 タ院5ヮ

9月 28[] 子イ11可汗:

9 IJ 30日字国j、;字 lHfTi勾

自召寺司自62年 91'吾守 主58

ユ
曹善

10月 ll-j現存で、就業構造基本調査が汀わ

れる。との調査は、[逗民の皆さんの就業 I}(態

などを調査して、 01や地方の悪用対策などの

行政に関するE重要な基髄資料そ作成するため

に実織するもの。

この調査は、づきk~Jで約37万位帯を抽出して

調査する。 選ばれたI廿帯には 9 匂に調官

長がお伺い Fるので、ご協力を。

市総務部総務課統計調査部

第
二
十
一
回
の
平
塚
市
少
年
少



第 434警(5) 

「
大
地
震
発
生
庁
み
な
さ
ん
避
加
し
て
、
指
道
官
員
の
指
一
一
小
に
従
い

難
し
て
く
だ
さ
い
」
九
月
一
ヨ
は
万
一
の
と
き
に
備
え
て
、
そ
れ
ぞ

防
災
の
日
で
し
た
。
そ
こ
で
、
大
れ
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

地
震
を
怨
定
し
た
大
規
模
な
総
合
た
。
な
か
に
は
思
う
よ
う
に
い
か

紡
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
な
く
て
、
指
導
員
に
注
意
を
受
け

参
加
者
た
ち
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の

や
防
災
頭
き
ん
な
ど
で
一
身
を
守
り
鎮
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

身
軽
な
服
装
で
、
各
地
区
ご
と
に
地
鐙
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ

資
任
者
の
允
導
で
訓
練
会
場
に
避
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
発
生
を
予
期

難、
υて
き
ま
し
た
。
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
防
ぐ
こ

会
場
で
は
、
初
期
消
火
、
火
災
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
災

局
務
、
救
出
救
護
、
炊
を
お
山
し
、
害
を
鳥
取
小
限
に
す
る
よ
う
一
人
一

橋
り
ょ
う
仮
設
な
ど
実
戦
さ
な
が
人
の
日
ご
ろ
の
防
災
準
備
ぺ
か
大
切

ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
で
す
り

訓
練
に
は
、
多
く
の
市
民
が
巻

1樽火作書韓は苧擦よく

非常時に燐えて炊き織し耕輔

①神4

主日

下
は
保
護
者
向
伴
)
一
女
水
泳
大
会
が
行
わ
れ
、
四
百
九
一

申
し
込
み
は
、

ω月
刊
日
一
人
が
参
加
し
記
録
に
挑
戦
し
が
1

一

(
水
)
ま
で
に
、
は
が
き
に
伶
一
な
お
、
各
種
臼
の
俊
一
勝
者
は
次
一

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
一
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)
一

緊

急

時

連

絡

先

を

記

入

の

う

え

、

二

本

重

男

子

〕

一

干
旧
日
平
塚
市
中
原
2
m
1
8台
一
・
お
れ
自
由
型
矢
部
光
一
郎

弁
方
平
塚
山
岳
協
会
へ
。
↑
(
中
原
S
C
)
日
秒
0

・
mM川

、
一
自
由
型
三
嶋
俊
介
(
横
向
一
小
)

あ
る
く
会
qu
月
一

メ

一

3
秒
4

・
2
U平
泳
石
塚
崇

浦

一

例

会

を

開

く

一

(

金

…

出

土

器

3

・

m
平

城

一

一

泳

三

嶋

俊

介

(

横

内

小

)

門

出

秒

山
山
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
汐
風
に
一

7

・
お
れ
背
泳
梶
山
泰
正

か
一
吹
か
れ
な
が
ら
海
の
銀
成
と
い
わ
一
(
金
田
小
)
日
秒
8

・
百
U
U

醐
一
れ
る
消
費
水
道
を
眺
め
て
歩
く
。
一
レ
1
横
内
小
A

-
分
4
秒
3

泊
一
マ
臼
時

9
月
初
日
(
日
)
降
水
一
{
小
嘩
生
女
子
}

一
一
一
昨
輩
出
許
以
上
の
場
合
は
幻
日
一
広
幻
自
由
刷
出
向
抽
出
時
判
官
昌

司
一
(
臼
)
以
降
中
止
一
(
岡
子
連
)
日
比
秒
8

・
切
り
が
白

空
白
集
合
平
塚
…
駅
改
札
午
前
8
時

一

童

書

室

士

山

下

小

)

実
一
一
〉
コ
ー
ス
平
塚
駅
久
箆
浜
駅
一
お
秒
3

@
お
M
h
平
泳
大
辻
希

一
!
浦
安
の
渡
し
:
鏡
北
同
蹄
げ
台
一
春
へ
関
子
連
)
山
口
秒
9

・
mM川

一
馬
一
堀
海
山
芹
横
須
賀
釈
|
中
塚
駅
一
平
泳
田
中
蛮
矢
子
(
松
延
小
)

一
(
歩
行
路
縦
約
U
J
M川
)

一

必

秒

1

・
お
釘
背
泳
回
中
盗

一
マ
持
参
す
る
も
の
弁
当
一
、
水
一
矢
子
(
松
延
小
)
日
出
秒

9
大
会

一
笥
、
交
通
費
一
千
間
間
百
八
ト
円
一
新
古
川
ル
ジ
レ
1

濁

ナ

選

1

一

一

分

6
秒
7

一

婦

人

ス

ポ

ー

ツ

一

{

章

生

男

子

〕

一

大

会

参

加

募

集

一

ゐ

幻

関

由

型

高

梨

秀

一

一

一

(

横

内

ク

ラ

ブ

)

町

四

秒

7
大
会

一
市
内
に
在
住
し
て
い
る
一
二
十
歳
一
新
。
西
日
川
自
由
型
一
時
梨
秀
一

に
一
以
上
の
一
婦
人
、
ま
た
同
位
軍
駐
の
主
一
(
横
内
ク
ラ
ブ
)
兇
秒
5
大
会

糟
一
婦
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
一
新

-
m
M平
泳
沼
田
輝
(
浜

山
町
一
の
委
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
…
戸
征
中
)
お
秒
9

・
百
日
川
市
ナ
一
部

捷
一
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
凸
児
約
一
小
寺
裕
(
中
原
S
C
)
1分
初
秒

制
一
台
体
育
線
内
体
育
課
(
電
話
況
一

9

・
mω

幻
背
泳
小
採
血
事
紀

火
…
一
九
六
)
六
(
)
)
へ
。
一
(
金
旭
中
)
お
秒
4

一
議
人
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
一
芝
生
女
子
}

一

会

〕

…

ふ

れ

自

由

刑

1

日
紫
寄
愛

一
中
日
時

9
月
お
日
(
金
)
午
前
一
(
山
城

S
C
)
初
秒

3
大
会

一
日
時
v
k
l
r

一
新
古
川
川
自
治
則
官
諒
警
愛

一
マ
会
場
桃
出
庭
球
場
一
(
山
日
明
言
C
)
1分
7
秒
1

一
マ
競
技
刀
法
①
ダ
ブ
ル
ス
ト
i
一
切
り
山
平
泳
平
井
香
子
(
横
内

一
ナ
メ
ン
ト
③
己
ゲ
ー
ム
先
取
一
中
)
必
秒

o
e
f白
川
州
単
一
部
平

一
市
渓
寝
坊
は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ブ
ォ
!
一
井
香
子
(
横
内
中
)
1
分
幻
秒

一
ト
球
(
イ
エ
ロ
ー
)
と
し
、
各
良
一
日
切

m
M背
泳
鶴
井
美
佐

沼
一

1
個

持

参

一

(

金

線

中

)

泌

紗

9

竺
卒
、
込
期
限

9
Z
m
(火
)

子るす響
曲
品を糠笥割制

問禽

アルバイト

通行重量競査員..2望号室

@翁時 lOJ守28(重量)，ヰ羽{臼)
午前9時~午後 7時まで

・内容 中心開f苫街の指定場所で、 1

時間あたりの通行詰を数える。

-重量念 日額6，900f'l

g 草壁格 男女年齢はf笥わないが、調査

活動のできる方。

， .幹し込み経辞部商工課商業保

電話23~~J 1l 1 内蝦562

暢臨技万〉云 之さ二日、仕掛け、えさ自由、オカッ

パリ、船釣り自由。

罰対象魚穣 まはぜに殴る

・繁 一般の苦['I10匹毒詮、婦人の部 5民軍語、

少年少女の部 5広重量

主催平塚市観光協会

く〉箆総合体予著書室(電話31--3057)
-開方支種務 卓球パトミントン、パスケット、

軟式庭球 (~16時)、パレ (1問時~)

9月2Hヨ(丹)午礎 2時~午謹8時
10丹1213(丹 11

.10月26日(月 11

。金額公E悪意書体育費富(電話31-2136)
明開友会理癌 パレ ( 9 時~13S寺ノ、パふミン

トン、事蹴〈日時-16時)、ハスケット(16

時 -20時)

• 9月21罰(月)午前 9時~午撞 8時
国 10月 5 毘 (丹) ノノ

・10汚19臼(丹)ρ
※汁の申し込みはHl汗 1[] 9時から

得樽11ともラケソト、ン守トル、ホ

ルは各(1持考そを また、 tばき明人'l'動く
つを用窓すること。

巨霊感iこ事crl脅できます
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〔
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応
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を
中
心
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間
か
れ
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第
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未
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の
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モ
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ラ

1
、
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写
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す
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。
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応
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1
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3
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ま
で
)

{
笑
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の
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}
③
一
サ
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は
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ツ
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り
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全
借

す
応
募
資
格
問
歳
以
上
ま
で
安
衣
装
に
つ
い
て
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パ
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マ
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格
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絵
温
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刻
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ル
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り
と
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、
儲
子
額
装
は
不
可

で
、
サ
イ
ズ
は
印
号
ま
で
と
し
、
マ
参
加
料

1
人
一
千
円
(
た
だ

1
人
2
点
以
内
②
額
お
よ
び
一
仮
し
3
点
以
内
)

額
等
に
よ
り
、
一
直
ち
に
展
示
で
き
マ
搬
入
山
丹
江
田
(
日
)
午
前

る

も

の

江

持

1
午
後
1
時
・
中
央
公
開

マ
搬
入
山
丹
江
臼
(
日
)
午
前
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
最
古

四
時

1
午
後
1
時
・
中
央
公
民
館
指
導
係
(
内
線
五
七
回
)
へ
。

3 lJ 17日

6日 20日

※吉沢公民館 6日 20B 

※怯延小学校 7羽 21["] 

金自小学校 8 El 22日

※みずほ小学校 8 El 22日

※万部貝塚市営住宅 9日 23日

海宝子 13日 27f::!

※豊田公民館 13r] 27口
※キ寸ちuっこJ1二1易 l4 R 28日

城島公E亘書官 15日 29日

※潤UF.号イ〈芋手立 15日

※金回公民館 16日

時間設時間 13時30分~14時3D分(ふじ
み野[1[士官 14時~15日手) ※印は15時~

16日寺

雨天のときは中止

合影絵上演講習会

審始。〉制作から上積までを学ぶロ

日程 9 月以)日 ~-12月 20 自の毎月第 1 ・第

3 -第5日程望日

時間 13時~17時

e対象青年 20人〈申込制〉
合議然綴祭会

執の動植物とムササむを観察する。 古臣室言害者生活介護議著書会
円時 10月 4日 f日) 南天中止 嘩害者む生活介護について学口実践する。

@時間 13sト 20時 l リ Ofjll_日(門) 13時30分--...16時四分
F 場所大井町橋需付近 掴祉会館

定員 30人(抽せん)、ノ 生以下は部謹 -10月25日 (H) 10時~15ff手 J r，塚駅~
そ雪間作のこと。

J R蹴定駅
申し込み 9月日までにはがきで

• llJ~ 3汀(祝) 10時~15時市内周辺

すプラネタリウム「盤底つてなんだJ 対象 青/少年 40人〈申込制〉

5000年もの普から人々に語りつがれながら I すファミリーフェスティノ幻レ

形造られてきた、在、たちが知っている薬用の i
震史をたとる。 (----10月25日)令日程 10月13日(火) ---18日(日)

投範臼と投影時間 時間 9 時~21日李 (18日は 16時まで)
(摺人)と曜日 H時、 15時30丹 内容 13 日 ~17白展ポー映画会、 17日夜

什曜日 持、 14時 ダンスパぃーティー 18目、横審匂構

([引耐水--'K曜日 II時 費・撰j察活

ど~iホ舘臼 毎週片曜日、 9月23日、月末、 10 合体露関 毎週月曜日、 9月23白、 10河口日
月10日 l 合膏生年書簡

企博物露〒254投開町12--41 電話 〒254性問町 12~-41 電話32"-7029

会開舘時開

制費出室、参考室 9 時 ~16時50分

・子ども室 火~金嘩日 13時~16時50分

日E翠El 9 日キヘ~16ff寺50 ;r.t

云休鶴田 毎週月曜日、 9月23臼、月末、 10
fJlO 日

、型霧措宮 千 254晴間町12--41 電話31--0415

合体験学習"量産字見盤をf下ろうJ

星や主宰疫をさがしたり、見える時期を調べ

るときに慣矛1)な現珪早見盤安作り、憤ってみ

る0

・日目:J 10月24日 (ーと)

時間 15時30分~19時

司会場博物館科学教電・擢1:

・定員 20人(抽せん)

E 材料費 200円

ー申し込み 10月 6臼までに生穫はがきて

【クラッシック]

交弾曲第9需 ベートーヴヱン

交騨曲第4番 マーラー

交騨曲第13番 ::/3スタコーピッチ

膿覧会の給 ムソ jレクスエヒ一

英雄の生活 R'シュトラウス
惑星 ホJレスト

四季 ワイウア fレディ

くるみ叡り人形 チャイコフスキー

バレエ苦紫火の鳥

ストラヴィーノスキー

ピアノ協葬曲第 1番 B 第 2番

ベートーヴエン

ピアノ協審曲第2番 ブラムス

チェ口協舞曲 ドヴォ Jレザータ

オルガン協奏曲全曲 ヘンデル

[ポピュラーf也3
コンドルは飛んでいく~花祭り

インカテーション

セイユーセイミー

ライオネルミッチー

ブリーズブリーズミー ビートルズ

クラムチャウダー 井上錫水

輪組交梓曲 芸能山域経

津軽三味綿 高橋竹山

官映商会

@9丹20臼(自) 10時、 14時 3階ホール

「信ま携の白黙とまつり」 カラ 29ラr
槍、理高が日に輝き、北アルプスが朝そ迎

える。白鳥では高山植物が花開き、爺ヶ岳の

はい松帯に雷鳥の親子が鶴を求める。

アルプス山麓の町、大町の夏祭り、稚児が

行う流鏑馬に人々が梯く。

宏隆寺」 カラー24升

1300年の血雪に耐えてきた大和法隆寺は、

世界で最も古い木造建築であり、東洋仏教美

樹の貴重な遺品である。日本の政治的統 が

新しいよりどころを求めようとし、仏教美荷

が創造された日寺イセの盛がここに集大成されて

いる。

脚本・積出羽仁進

解説 芥川比呂志



34望号

闇対象接種当日

最未満白乳幼児。

隔で2D司受ける。
(10月]
7日 金日公民鎖、※中央農協岡崎

支所

8日 中原公民甑、※金田公毘館

9日 神田公民館、※域島公民館
13白 器社会館、旭北公民舘

14日 横内公民館、※豊田公民賠

15日 夜水公民館、大野公民館

16日 保健センタ一、液中央農協と

沢支所

盟受付時間午後 1 時30分~- 3時

※印の会場は午後 2 時~3時

市 話~~勝イ七マ平卒 ⑨重留守重禁そ震基号基ベ21完:詰号3523A雪詩幹事七時岩手芝生
?ンマ弓霊童民所童五五星雲所持時受話引委j
与のヒ中毒議ほ月墨 江足人毒患 U15妥でん士弐苦痛

i軒、iiiiiiifi iつii1iii
iEiiiipilifih賛|露ii言語科iiiz雲iii芸品告すむ

沼公務 …llIdを「皐;-'武日言語山日ら熊ヨん安否で崎、 内市み三 - 10 、受集

531521日軒13し!日量禾議室采5出撃与背Z22ji?
在宅警告主語審iziif長長年比玄 12 ま翼民
芸習霊季語i主主。主霊主経;露記量 量達三喜望 d平語 手背 ZE記

ziF2212;ii;72iiiiFZ叩信器官言霊iE3ii再議izi
;23!?;す;zif:i見習(開示5;qii;iiiHZiii22i2 
4i:ifi ii!?iiii!iiijZ?ifiiij譲1iiFFPi
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そ資問zzi22特栄マタ23子;守54討議号星雲 行持3535 

山 r 山 骨 J 一 時ア

必

〔欄間接撞]

輯対象構3か月以 c4歳未満の乳拍

~EG 
醐接種方法開業法、病院で措置で

きる。主治医へ相誌を

輔料金無料

盟保揖託、母子健麗手頓を持書

宵

分加

気

附

病

ぱ

O
本
市
開
百
雨
量
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1
カ
i
、
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台
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1
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、
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四

四

)

へ

。

鼠

E
聾

(
L
P
G
)

欄
悶
ア
品
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一

O
輯
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ま
す
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一
8
歳

1
M
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だ
さ
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が

児

遇

9
セ

制

接
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一

議

)

、

シ
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ベ

y
ド
、
パ
ソ
コ
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、
新
生
児
用
衣
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ス

幼
宮
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塗
防
手
一
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ
ン
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ワ
ー
プ
ロ
、
剣
道
官
三
小
学
5

棚
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
子
供
用
食
卓
い

乳

午

保

体

予

廟

一

目
、
擢
一
が
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
問
い
合
わ

3
6年
用
男
児
)
、
オ
ル
ガ
ン
、
電
子
す
、
軍
用
ク
ー
ラ
ー
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

象
説
間
場
容
方
子
一
せ
の
と
き
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ピ
ア
ノ
、
英
文
タ
イ
プ
、
ル
ー
ム
ワ
ォ
函
転
車
(
幼
稚
闘
用
、

H
勺
、
回
引
ン
女

対
相
時
金
内
て
母
一

闇
醐
盟
関
盟
鶴
一
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
ご
了
最
を
。
ー
カ
l
、
日
刊
ン
女
児
用
自
転
車
、
ベ
ピ
予
用
、
担
可
、
部
門
ン
変
速
っ
き
)

消費生活モニター30人による 8月の平均価格

児童福祉法40年をifliえ、子供たちの一層の幸せ

を願い、福祉のたちはから行政や民間の役割につ

いて考えてみました。パネル手づくり作品の展示

と血圧測定などを予定しています。

く〉とき1O}寺 1S~6 fヨ
午前日時~午後6時 30丹

市民プラザ

千霊役震ふれあい広場
と哲 10月 4日〈包)

午後 1時~

ところ 東日前てーノレロード

楽しい遊びがいっぱい/

1Ofl18 f3 (沼)
午後 1時機演

市民センター

殺」く〉と

く〉ところく〉ところ

-出演者かまやっひろし、松旭斎工E恵他

'申し込み入場整理#は 1GFJ1日から市民相談

室、市民セン夕 、駅前市民窓口セン夕 、市立公

民館、福祉会館で配布Fる。

ーヂ旦当 福祉総務課
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育
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シ
ョ
ン
、

重苦434器

マ
締
め
切
り
叩
月
日
日
(
月
)

マ
あ
て
先
一
T
団
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田
1
1
1

宮
内
庁

昭
和
田
年
度
第
2
閉
危
陣
物
取
扱

者
試
験
が
行
わ
れ
命
。

マ
日
時
日
月
四
日
(
日
)

守
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

マ
願
書
受
付
日

9
月
間
日
(
ホ
)

マ
願
書
受
付
場
所
神
崇
川
県
農
業

会
館
(
平
嘩
市
八
重
暁
町
3
3
)

な
お
、
平
嘩
吊
危
韓
物
安
全
協
金

主
協
に
よ
る
危
韓
物
取
扱
者
説
験
準

情
講
習
会
が
、
日
月
1
日
(
日
)
日

産
車
体
第
1
地
区
黒
生
セ
ン
タ
で

行
わ
れ
る
。
申
し
込
み
は
、
梢
防
本

部
予
防
課
(
内
樺
三
九
一
一
)
へ
。

拡
大
関
番
講
習
会
一

揖
揖
者
を
対
象
と
し
た
乎
害
き
の

拡
大
写
本
講
習
会
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
時
四
月
6
日
1
泊
目
白
毎
週

火
曜
日
時
間
午
前
日
時
:
ロ
時

守
会
場
福
祉
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
は
、

9
月
白
日
(
月
)

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
(
電
語
幻

二一=…一一一一)へ。

'lv 

県
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

U
た
「
新
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
一

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

と
文
化
な
ど
の
講
習
、
研
修
、
研

究
会
霊
友
好
蔀
市
の
行
事
へ

の
参
加
に
よ
る
交
流
事
業
④

の
つ
ど
い
を
聞
く
。

守
日
時
日
月
3
日
(
之
)
の
午
佐

1
時
四
分
3
4時

マ
会
場
諜
野
市
消
防
庁
舎
(
秦
野

市
前
宙
開
庄
七
五
七
)

マ
テ
ー
マ
男
女
共
同
社
会
か
な
が

わ
を
め
ざ
し
て

?
講
師
環
壇
造
静
作
家
児
玉
由

英
子
氏
申
し
込
み
は
、

9
月
四
日
(
土
)

ま
で
に
、
湘
南
地
震
行
政
セ
ン
タ
ー

県
民
諜
(
電
話
口
二
七
一
一
内
綿

二
コ
一
八
)
へ
。
先
着
宙
人
。

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
の
引
揚
著

か
ら
預
か
っ
て
い
る
通
賀
、
誌
#
な

ど
を
返
遅
し
て
い
る
。

。
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
た
方
が
、
上
陸
港
の
税
関
、
海
運

局
に
預
け
た
通
賞
、
証
券
な
ど

O
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
額

事
館
な
ど
に
領
け
た
証
捧
な
ど
の
う

ち
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

問
い
合
わ
せ
は
、
横
揺
税
関
相
談

管
室
(
電
話

O
四
五
二

O
一

四

九
八
一
)
へ
。

昭
和
田
年
度
神
奈
川
県
大
学
公
開

講
座
の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

〔
東
海
大
学
公
開
議
議
]

マ
日
程
同
月
9
日
3
四
月
日
日
の

怪
週
金
曜
日
*
全
山
間

@
時
前
午
後
2
時
1
4時

団
体
の
自
主
日
間
活
動
に
よ
る
交

流
事
業

マ
補
助
金
説
明
日
人
か
ら
お
人

ま
で
が

2
万
円
、
出
入
か
ら
ぬ

人
ま
で
が

3
万
円
、
白
人
か
ら

加
入
ま
で
が

5
万
円
、
山
引
人
か

ら
盲
人
ま
で
が

B
万
円
、
百
一

す
会
場
東
海
大
学
医
学
部
講
堂
B

V
テ
ー
マ
首
都
ら
し
の
中
の
援
療

マ
定
員
二
百
五
十
人
(
抽
せ
ん
)

マ
教
材
費
一
千
円

申
し
込
み
は
、

9
丹
羽
目
(
金
)

ま
で
に
、
住
揮
は
が
き
に
郵
慣
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
一
一
子
制
!
日
伊
勢
原

市
寝
星
台
東
海
大
学
医
学
部
附
属

病
院
総
務
訟
総
務
課
一
講
座
探
」
(
電

話
回
一
一
一
一
一
)
へ
。

道
路
の
祢
〈
晶
世
帯
を
緩
和
す
る
た

め
、
パ
ス
路
輔
が
変
更
と
な
る
。

マ
変
貢
路
綿
西
海
岸
線
の
↓
部

・
パ
ス
発
着
が
平
田
車
駅
南
口
に
変
更

沼
京
公
園

1
西
梅
岸
は
変
更
な
し

マ
実
施
日
目
月
1
日
(
木
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
商
工
課
工
業
慌

(
内
線
五
O
七
)

一
次
世
代
の
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
!

を
さ
ぐ
る
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
た

車
梅
大
学
工
営
部
公
開
請
肢
が
開
か

れ
る
。
{第
3
間
同
公
開
講
鹿
}

円

v
E
時

9
月
四
日
(
工
)
の
午
後

。
時
加
分
3
4時

マ
テ
ー
マ
新
素
材
開
発

マ
割
問
太
刀
川
恭
治
教
授
ぼ
か

{第
4
回
公
開
議
産
〕

マ
臼
時
刊
月
3
日
(
土
)
の
午
後

0
時
泊
分
3
4時

人
以
:
~
は

M
万
円
と
な
っ
て
い

る。
友
好
都
市
提
携
の
本
震
は
民

間
帯
〈
流
で
す
。
友
好
の
輪
を
広

げ
て
い
た
だ
く
一
助
と
し
て
、

ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

V
テ
マ
真
空
の
新
技
栴
と
応
用

マ
講
師
日
本
真
空
技
術
株
式
会
社

全
員
林
主
税
氏
は
か

・
会
場
は
、
い
ず
れ
も
東
海
大
学
湘

南
校
舎
ロ
号
館
5
階
第
4
会
議
室

問
い
合
わ
せ
は
、
車
構
大
学
工
学

部
長
室
(
電
語
回
一
一
二
一
内
緯

四

0
0
0
)

へ

県動物保諮センタ ごは、捨て犬、捨てぬ

こによるのら犬、のらねこの用力口と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今回も次の円程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容をう。

当日、犬そ出される fjは巌11メとの露草木L

r注射情粟l電犬ヂ帳 lを持存のうえ会場へ
お出掛けを。なお、収容 ，~:O)停擢時間は 1()分

間。また ねこは麻設かダンボ ル箱に人れ

ていたどきたい。 万言 j、内2門学雲塁手話再三立是幸元主覧シ語忘幸会昔星雲会守主同毒f1塚云E
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県
で
は
、
旧
軍
人
、
戦
構
病
者
、

戦
投
者
選
在
等
を
対
象
に
、
恩
給
や

適
時
年
金
等
の
灘
間
相
談
を
行
う
0

7
日
時

9
月
四
日
(
月
)
の
午
前

日
時
1
午
後
4
時

守
会
場
福
祉
会
館
2
階
会
議
室

「
ベ
ー
ル
を
は
が
そ
う
3
経
椅
の

あ
れ
と
れ
3
」
を
テ
マ
と

υ
た
年

筏
宇
習
講
座
が
開
か
れ
る
。

マ
日
向
指
印
同
門
3
日
3
出
臼
心
証
週

土
曜
日
・
全
4
巴

e

時
間
午
後
1
時
却
分
3
3時
却

、r夕刊〉
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
講
師
国
民
経
荷
研
究
協
会
主
任

研
究
員
高
橋
明
子
氏
ほ
か

マ
対
象
一
般
百
人

マ
申
込
先
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ

ー
牛
涯
学
習
部
(
毒
一
話
。
円
六
六

幻
一
一
(
一
内
線
王
六
一
)

高山市で親善パレ ボ ノレを行うママ
さんバレーチーム

パ
イ
口

y
ト
筆
記
具
饗
料
館
で

は
、
資
料
館
劇
立
問
周
年
を
記
念
し

て
、
蒔
一
絵
展
を
開
催
す
る
。

中
期
銅
山
月
2
日
(
金
)
j
k
y

日
月

8
日
(
呂
)

E

日
リ
曜
日
は
拭
館

e

時
間
午
前
9
時
四
分
、
J

午
後
4

守
会
場
パ
J

ロ
ジ
ト
筆
記
具
芦
料

館
(
パ
ィ
ロ
y
ト
万
年
筆
平
塚
ζ

場

内
・
寓
話
訂
一
一

0
0
)
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